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「「企企業業のの今今ととここれれかかららをを支支ええるる人人づづくくりり」」ののごご案案内内

元気な企業のユニークな人材の育て方や人材育成を支援している事例等を通して、ものづくりのエキス

パート人材の育成の必要性や人材育成戦略構築の重要性について考えるシンポジウムを開催します。

日 時：平成２０年３月６日（木） １３：３０～１６：３０

会 場：岐阜グランドホテル 西館２階 雪の間（岐阜市長良６４８）

◆特別基調講演「元気な企業を創る経営者とは？」

シンクタンク・ソフィアバンク副代表 藤沢 久美 氏

※ＮＨＫ教育テレビ「２１世紀ビジネス塾」のキャスターを３年間務められた

藤沢久美氏から元気な企業を創る秘訣を伝習していただきます。

◆パネルディスカッション「元気な企業を創る人材の育て方」

・パネリスト

シンクタンク・ソフィアバンク副代表 藤沢 久美 氏

㈱日本トップマネジメント研究所代表取締役 二条 彪 氏

㈱ゼロスポーツ代表取締役 中島 徳至 氏

㈱ＪＰＥＣ代表取締役 山田 直志 氏

・コーディネータ

情報処理国際機構委員 角 行之 氏

■対 象 者：県内企業の経営者・人事担当者、人材育成に携わっている方など人づくりに関心のある方

■定 員：２００名

■後 援：岐阜県、岐阜県商工会議所連合会、岐阜県商工会連合会、岐阜県中小企業団体中央会

（社）岐阜県経営者協会

■申込方法：最終ページの共通申込書をご利用ください。（ホームページからも申し込めます）

※受講いただけない場合のみご連絡いたします。

問い合わせ先：情報支援部（調査研究グループ） 宮田、大口

電話（０５８）２７７‐１０８５ FAX（０５８）２７３‐５９６１ E-mail : ooguchi@gpc.pref.gifu.jp

■ 人材育成シンポジウム １

■ 中国ビジネスワークショップ ２

■ 第２回ビジネスプラン発表会ｉｎなごや ３

■ 新規事業の可能性を評価し、事業化を支援 ３

■ 地域資源活用プログラム

「新たに県内で３件認定」 ４

■「中小企業支援センター」

～創業や経営課題の解決をサポート～ ５

■ 受発注情報 ７

■ 売りたし・買いたし ７

■ 下請法クイズ ８

■ センター図書室からのお知らせ ９

■ 産経センター共通申込書 １０

藤沢 久美 氏
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“中国”注目の巨大市場。中国で販売を行いたいがリスクが心配…。そんな方のために、財団法人岐阜県

産業経済振興センターでは、中国ビジネスの最新情報から事例研究まで実践的な勉強会をご用意します！

中国での市場攻略成功への道、そのポイントは？知識・経験豊富な講師が事例研究を交え、中小企業の

目線で丁寧に解説します。中国ビジネスに関心をお持ちの方、中国市場での販売を検討中の方、これから

のビジネス展開について一緒に考えてみませんか？

日 時：平成２０年３月１９日（水） １３：３０～１６：３０

会 場：県民ふれあい会館 １４階展望レセプションルーム

■内 容

◆第１部◆ １３：３５～

『これからの中国市場攻略成功への道』～中小企業がリスクを最小化しながら販路拡大を図る方法～

（独）中小企業基盤整備機構経営支援専門員 大泉正城氏

◆第２部：パネルディスカッション◆ １５：００～ ※進行役：大泉正城氏

『多品種・小ロット製品を中国で在庫販売』

＝現地法人なし・駐在員なし／受注したアイテムだけ通関、スピーディに納入＝

～リスクと経費を最小化して在庫販売～

鍋屋バイテック会社海外部部長 鷲見正幸氏

上海甲斐商務諮詢有限公司代表 徐 冰（じょ・ひょう）氏

■定 員：４０名（先着順）

■共 催：（独）中小企業基盤整備機構

■申込方法：最終ページの共通申込書をご利用ください。（ホームページからも申し込めます）

＜講師紹介＞

◆（独）中小企業基盤整備機構経営支援専門員 大泉正城（おおいずみまさき）氏

総合商社で、３６年間海外営業一筋に、金属、機械、電子の部品と素材の分野を担当。中国

関係では、山東省の青島市に駐在し、駐在員事務所長、独立法人総経理を歴任すると共に、

済南、煙台に事務所・出張所を開設。駐在期間中には、日系企業向けの工業団地の造成・

販売、合弁／独資企業の設立・運営、委託加工による中国産品の対日輸入に注力。

◆鍋屋バイテック会社海外部部長 鷲見正幸（すみまさゆき）氏

１９８４年鍋屋工業㈱入社。２００７年海外部部長。入社以来、輸出入業務を担当。３年前に中国

市場の開拓を命ぜられ、現地パートナーの協力のもと、現地法人なしに在庫販売できるシ

ステムを構築。中国のほか、韓国・台湾などのアジア地区での拡販に注力。

◆上海甲斐商務諮詢有限公司代表 徐冰（じょひょう）氏

中国上海市出身。１９８９年日本へ留学、９３年日本で対中国投資等コンサルタントサービスを

行う民間会社を設立し、日系企業の中国進出を支援。２００３年中国に帰国し、上海甲斐商務

諮詢有限公司を設立。投資・経営・市場展開等各種コンサルタントを行う代表として活

躍。鍋屋バイテック会社の中国販売実務代行業務も行う。

問い合わせ先：海外取引支援チーム 小島、早川

電話（０５８）２７７‐１０９７ E-mail : kaigai@gpc.pref.gifu.jp
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参加費無料新事業の最新動向をキャッチ！ 提携によるビッグビジネスのチャンス

＜＜愛愛知知・・岐岐阜阜・・三三重重発発＞＞「「第第２２回回 ビビジジネネススププラランン発発表表会会 iinn ななごごやや」」

東海３県で新事業を積極的に展開している企業が、それぞれビジネスプラ

ンを発表します。新事業にご興味をお持ちの方や、他社との提携をお考えの

方は是非ご参加ください。

日 時：平成２０年３月７日（金） １３：２０～１７：１０

会 場：愛知県産業貿易館 西館９階（名古屋市中区丸の内）

■発表企業

※上記企業のほかに、愛知と三重の８企業が発表を行います。

■対 象：企業の方・一般の方（県内・県外を問いません）

■申込方法：最終ページの共通申込書をご利用ください。（ホームページからも申し込めます）

問い合わせ先：産業支援部 エンタープライズ岐阜グループ 花村、林

電話（０５８）３７９‐２２２０ FAX（０５８）３８４‐２２３５ E-mail : enpura@gpc.pref.gifu.jp

““新新規規事事業業のの可可能能性性をを評評価価しし、、事事業業化化をを支支援援””
４４社社にに「「AA評評価価」」をを交交付付

当センターでは、平成１４年度から県内中小企業の事業プランの実現や成

長の可能性を評価し、事業化に向けた支援を行っています。事業可能性等

評価委員会が事業の有望性、技術の先端性・発展性等を総合的に分析し、

事業の実現可能性をA、B、Cの三段階で評価します。評価企業には、中

小企業支援センターのプロデューサーが継続的なアドバイスやフォロー

アップ等、評価の段階ごとに必要な支援を行います。

今回５社から評価依頼があり、今年度第２回目の事業可能性評価委員会

を平成２０年１月に開催しました。その結果、４社の事業計画がA評価（事業可能性が高い）、１社がB評

価（事業可能性は普通）と評価されました。A評価企業及び事業は下記のとおりです。

問い合わせ先：企業支援部（岐阜県中小企業支援センター） 清水、鹿野

電話（０５８）２７７‐１０９６ FAX（０５８）２７３‐５９６１ E-mail : sien@gpc.pref.gifu.jp

企業名 所在地 発表テーマ

（株）クライムキューブ 大垣市
ウェディング総合ポータルサイト「HANAYOME（仮称）」
（Web 及び TVメディア）の設立・運営事業

（有）エコーション 各務原市 天然素材の天然染料による染色及びその複合素材の風合特性

バイザー（株） 大垣市
ASP携帯メール一斉配信サービス“すぐメール”の活用事例
と今後の展開

（有）メディカル愛 岐阜市
インフォームドコンセント用３D臓器モデル集の開発と販路
開拓

企業名 代表者氏名 評価事業

①エイト工業㈱（岐阜市） 代表取締役 辻 八郎 縦坑掘削機の普及

②㈱亀井製作所（坂祝町） 代表取締役 亀井雅之 ミニキッチン

③大林㈱（郡上市） 代表取締役 伊藤浩司 木質躯体エクステリア製品の開発

④㈲レイク・ルイーズ（海津市） 代表取締役 堀田茂樹
米粉を原材料とした米１００％の安心・安全な
麺の製造販売
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平成１９年度よりスタートした経済産業省の「中小企業地域資源活用プログラム」による地域産業資源活

用事業計画の第３回認定が平成２０年２月２０日に行われ、県内からは下記の３件の事業が認定を受けまし

た。３件が新たに認定されたことで県内の認定数は計８件となり、東海三県では最多となりました。

事業計画の認定を受けた企業は、専門家による継続的なアドバイス等の他、試作品開発や販路開拓に対

する補助、設備投資減税、中小企業信用保険法の特例、政府系金融機関の低利融資による支援を受けるこ

とができます。認定事業は下記のとおりです。

◆中小企業地域資源活用プログラムとは？

「中小企業地域資源活用促進法」（平成１９年６月施行）に基づき、地域の活性化に向けて中小企業の

地域資源を活用した新商品等の開発・販売を促進するため、税制・金融支援等の総合的な支援を行う政

府による取組みで、５年間で１０００件の新事業を創出することを目標としています。

◆地域産業資源とは？

地域の特産物として相当程度認識されている「農林水産物」や「鉱工業品」、「鉱工業品の生産技術」、

「文化財、自然の風景地、温泉等の観光資源」。（※県が策定した基本構想により、農林水産物：５５件、

産地技術：８５件、観光資源：１５２件、合計２９２件を指定）

問い合わせ先：企業支援部（岐阜県中小企業支援センター） 澤口、鹿野

電話（０５８）２７７‐１０９６ FAX（０５８）２７３‐５９６１ E-mail : sien@gpc.pref.gifu.jp

企業名 地域資源 認定事業名

家田紙工㈱
（岐阜市）

美濃和紙

美濃手漉き和紙の伝統的技法及び和紙加工の独自技術を使用し
て、美濃手漉き和紙の特徴を活かし、「和」の伝統と「モダン」
なアートセンスを加味した、「美濃手漉き透かし和紙」、「水うち
わ」、「屋外用和紙提灯」の製造販売

㈱キタニ
（高山市）

飛騨の木製家具
木工技術に加え、「張り」のノウハウを生かした、伝統的デンマー
ク家具のリプロダクト家具並びに、北欧風オリジナル家具の製
造販売

㈲レイク・ルイーズ
（海津市）

美濃ハツシモ
岐阜県を代表するお米「ハツシモ」を１００％使用した安心・安全
なお米の麺“べーめん”の製造販売

水うちわ（家田紙工） リプロダクト家具（キタニ） べーめん（レイク・ルイーズ）
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【賛助会員の特典】

①情報検索サービス ②図書・ビデオの貸出、送付サービス（送料無料）

③講演会・研修会のご案内 ④その他各種調査研究報告書や定期刊行物の無償配布等

【年度会費】５口以上（１口１万円）

問い合わせ先：総務部 纐纈 電話（０５８）２７７‐１０９０ E-mail : keiei@gpc.pref.gifu.jp
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岐阜県中小企業支援センターでは経営、販路開拓、技術、ＩＴ、資金調達等の経験豊富なプロデューサー

が皆様のニーズに合わせたきめ細かい相談に応じるほか、専門家派遣（有料）、事業可能性評価等により、

中小企業の経営課題の解決をサポートしています。

今回は、具体的な活用事例を紹介します。創業や経営革新等の問題解決に是非ご活用ください。

■経営・技術に関する窓口相談

創業・経営革新、品質管理、ＩＳＯ、ＩＴ、資金調達等、中小企業が抱える様々な課題に対して窓口、

電話、メール、県内の商工会・商工会議所内に設置の移動相談窓口で相談に応じます。（無料）

◆創業のお手伝い

大垣市の渡辺さんは、元同僚からの依頼で木彫り製品資材セット（屑入れ、ティッシュボックス、手鏡

等）の販売を引継ぎ、平成１８年９月にカービング・エル創造を創業した。中小企業支援センターで事業引

継にあたっての留意点や諸々の事前準備（関係官庁への届出・資金調達・会計処理方法等）について幅広

く助言を受け、創業後も定期的に売上実績、事業の進捗状況等の報告と顧客アンケート調査の分析や活用

方法、事業展開方針、後継者問題等の相談を受けている。本製品は日常生活に役立つもので、今後も主婦、

高齢者などを含めて更なる市場の拡大が期待されている。

◆創業支援資金融資制度を活用し、創業

土岐市の和田さんは各種免許の資格を活かし、大型レッカー車によるレッカーロードサービスの創業を

計画していたところ、「関東方面の道路サービス会社が大型レッカー車を売却する」との情報を入手した。

移動相談で、岐阜県中小企業資金融資制度「創業支援資金」の活用を案内され、直ちに手続きを行い、平

成１９年１２月初旬に同資金を借入れ、レッカー車を購入し、㈱カーレスキューワダを創業した。現在は多治

見を中心に中央自動車道でのロードサービスのほか、神戸までの車輌牽引依頼にも応じている。

◆商売繁盛のお手伝い

中華料理店のへいあん楽（下呂市）は、インターネットでの販売等による売上げの向上を図りたいと、

移動相談でアドバイスを受け、インターネット販売を行う前に自店の特長が出せるメニュー作りや宴会等

のイベントに工夫を凝らし、地元のお客様ばかりではなく観光客（日帰り客、宿泊客）をも取り込む戦略

を立案し実施したところ、売上げは右肩上がりになった。今後も中小企業支援センターの助言を受けなが

ら、ホームページの立ち上げやネット販売等にチャレンジし、更なる拡大をしようと意気込んでいる。

■専門家派遣による課題解決

生産技術、販売管理、労務管理、経営革新、新商品開発、情報化等希望される分野について、専門家を

派遣します。（有料）

◆ＴＰＳ（トヨタ生産方式）の導入と実践

水栓（シャワーヘッド）、家電、自動車等に使用されるプラスチック部品の射出成形から組立・検査を

一貫して製造している㈱多喜プラスチック（山県市）は、近年の厳しい企業競争に勝ち抜き、更なる成長

を遂げるために専門家の指導をもとに自社の対応可能な範囲とレベルでＴＰＳを導入し、効果をあげてい

る。当初は成形工程の金型整理、組立の作業改善といった「点の改善」であったが、経営トップのリーダー

シップにより、営業、品質管理、物流も含めた全社・全部門参加による「面の改善」へと進化しつつある。

◆多品種メッキ・塗装工場の生産性向上と社員改善意欲の向上

自動車部品及び住宅関連部品の金属表面処理（メッキ、塗装）をしている八洲金属㈱（瑞穂市）は、昨

年度工場を拡充整備し、今年度は現場改善を主体に品質、生産性向上を図るため専門家の支援を受けた。

メッキライン大物小物の平準化によるリードタイム短縮、塗装工程の省人化について成果を上げた。現地

現物で作業分析、ムダ改善を実施し、各リーダーが自主的に改善に取り組み始めたことが、大きな成果で
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ある。

◆全員参加によるＩＳＯ９００１取得と工場２Ｓ活動

ダイカスト金型及び各種型治具を設計製作している㈱イズミギケン（各務原市）は近年、海外顧客から

ＩＳＯ９００１認証取得の要請があり、取得活動の進め方及びマネジメントシステムの構築に対し専門家派遣

の支援を受けた。ＩＳＯ取得を機会に、社員意識の改革を狙いに全員参加による工場２Ｓ活動を推進し、

整理整頓、異常の見える化及び生産進捗、品質状況の見える化に取り組んでいる。顧客からは精密加工に

相応しい整備された工場に変化したと良い評価を得ており、顧客満足の向上を図っている。

◆新製品のブランド戦略からネットショップ構築までを一貫支援

醤油の製造販売を行っている木戸屋醸造㈱（大垣市）は、健康志向の醤油を開発し、新規の販売チャネ

ルを通じての売上拡大のため、専門家による支援を受けた。ネット販売を行う際のブランド戦略、販売に

関する業務プロセス改善、ネットショップ構築等の指導を受け、無事にネットショップ（http : //www.

kidoya.co.jp）をオープンした。当初はプロジェクト進行も苦労していたが、専門家の丁寧かつ適切な指

導のおかげで商品企画、アクションプラン作成、ネット販売に対する社内体制の構築と順序立てて進める

ことができ、自力での更新作業が行えるまでになった。

◆専門家による技術指導で替刃包丁「トギノン」を開発し、売上伸長

１９５２年創業の老舗である㈱清水刃物工業所（関市）は、外来品の台頭により、近年は低迷の時もあり、

売上が減少していた。しかしながら、経営者の熱意ある研究と専門家の指導により、画期的な製品である

「リサイクル包丁＝商品名トギノン」の開発に結びつき、特許も取得することができた。替え刃が付いて

いるので、研ぎ直し中でも、そのまま使用できるのが特色である。また、移動相談で積極的に販路開拓の

支援を受け、幾多の顧客の獲得に成功した。通信販売・ネット販売でも、多数の消費者にアピールし、販

路拡大をすることができた。

■事業可能性評価による支援

中小企業の事業プランの実現や成長の可能性を評価し、事業化に向けた継続的な支援を行っています。

◆デザインと強度に優れた木質躯体エクステリア製品の開発でＡ評価

大林㈱（郡上市）は美濃・飛騨地方の伝統的な木工製品づくりの技術を活かした木質一体構造型の洋風

エクステリア製品の開発・販売事業について、中小企業支援センターの事業可能性評価に事業プランの評

価を申請した。事業可能性評価委員会に「木質躯体部分が２×４工法であるため軽量で耐震性・耐風性に

優れている」、「木質であるため曲面加工が容易でエクステリアとして多様なデザイン性を発揮できる」等

の優れた特徴が評価され、Ａ評価を取得した。現状の分析や技術・販売の両面で助言を受け、今後はＡ評

価をアピールして、更なる販路拡大を推進する。

■中小企業地域資源活用プログラムによる支援

「中小企業地域資源活用プログラム」の一貫として、農林水産物や鉱工業品技術、観光資源等の地域資

源を活用した新商品・新サービスの開発等に取り組む中小企業に対し、事業の構想段階から商品開発、販

路開拓等のアドバイス・ノウハウの提供等、事業化に向けたハンズオン支援を行いました。

◆日本初の前輪二輪形式の「三輪自動車トライク」で事業認定取得

斬新なアイディアと高度なデザイン力を持つ㈱Ｄ Ａｒｔ（関市）は、地域の加工業者と連携しオリジ

ナル商品を開発・生産する事業を成功させるため地域資源活用プログラムによる支援を受けた。競争力の

ある売れる商品づくりに向け、専門家の指導のもと市場性、需要の見通し、販売・資金計画等が明確とな

り、日本初の前輪二輪形式の三輪自動車トライク「ＨＡＧＡＮＥ」の製造・販売が地域産業資源活用事業

計画で認定された。その結果、展示会・新聞発表等、マスコミ効果から多大な反響があり、カー用品チェー

ン等からの引き合いも増えた。

問い合わせ先：企業支援部（岐阜県中小企業支援センター）

電話（０５８）２７７‐１０９６ FAX（０５８）２７３‐５９６１ E-mail : sien@gpc.pref.gifu.jp
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受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受 発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発 注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注 情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
発注 下記の企業から発注の申込みがきておりますので、受注をご希望の方は、センター取引推進グループまで申し出てください。

受注 下記の企業から受注の申込みがきておりますので、発注をご希望の方は、センター取引推進グループまで申し出てください。

※上記以外にも受・発注案件がきておりますので、お問い合わせください。また、すでにあっせん済になっている場合も
ありますので、ご了承ください。なお、センターの取引に関する紹介案件につきましては、あっせんだけですので、書
面交付など十分当事者間で話し合いくださるようお願いします。

問い合わせ先：企業支援部（取引推進グループ） 電話（０５８）２７７‐１０９２ E-mail : kigyo@gpc.pref.gifu.jp

売売売売売売売売売売売売売売売売売売売りりりりりりりりりりりりりりりりりりりたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししし！！！！！！！！！！！！！！！！！！！買買買買買買買買買買買買買買買買買買買いいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししし！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ －遊休設備の紹介・あっせん－

売りたし！

番号
地区

発注品目 加工内容 必要な設備など 材 質 数 量 希望地域

１４６
中濃

自動車用ハーネス加工
ワイヤーハーネスの切断加工、片側
端子圧着加工、両側端子圧着加工

自動切断圧着機、端子打機、
アプリケーター

６００００
岐阜・中濃・
東 濃

１３４
岐阜

機械部品 機械加工
ガンドリルマシン３～５mm
×１００～２５０mm

S４５C、SCM４４０ 岐 阜

１３３
西濃

専用機、機械部品 機械加工
NC旋盤、旋盤、フライス盤、
ボール盤

数量は単品物主体で１０人以下希
望。

単品物 岐 阜 近 郊

１３５
西濃

ポンプ部品 機械加工 NC旋盤、ボール盤
ポリカボネイト、数量１０００個
位、サイズは手のひらサイズ

１０００ 近 郊

番号
地区

資本金
従業員数

加工内容 受注余力機種・特記事項 主力生産品目

１７７
中濃

１，０００万円
２８人

組立加工
ベルトコンベアー、電器組立工具一式
【特徴】パート主体の組立加工

ハーネス加工（工作機械）、給
水栓組立等

１７４
岐阜

１，０００万円
２人

MC加工
MC（オークマMC５VA）１台、オートミラー１台、立フライス２台、高速旋盤（森精
機６尺）１台、ラジアルボール盤１台、卓上ボール盤２台
【特徴】短納期、小ロットに対応

産業機械部品、ロボット部品、
治工具

１７３
岐阜

３００万円
４人

銅・ニッケル・クロム・
ガラ亜鉛メッキ

亜鉛メッキ装置、ニッケルクロムメッキ装置、クロームメッキ装置、銅メッキ装置
【特徴】小物・ダイカスト（亜鉛・アルミ）メッキ得意、三価クロム可

自動車部品・付属品

１７８
中濃

３５０万円
４人

研磨加工
研磨自動機、ペーパー半自動機
【特徴】水栓部品を主体に真鍮の研磨が得意

水栓部品

１２４
西濃

３，０００万円
１２人

研磨加工
両頭ベルダー、単頭ベルダー、両頭平面研磨機、単能盤、ボール盤
【特徴】小物の数物の研磨加工得意

ゴルフクラブのヘッド、産業機
器部品

１７５
岐阜

３００万円
８人

ステンレス板金・溶接加
工、ヘアーライン加工

NCタレットパンチングプレス、ブレーキプレス、シャーリング、ロボット、アルゴン
溶接機、セットプレス
【特徴】業務用厨房機器及び機械部品のステンレス板金溶接加工得意

業務用厨房器具、流し台、滑り
台、機械部品

８６
中濃

５００万円
４人

制御盤組立 タッピングセンター、ベルトコンベアー、端子圧着機等

１５８
岐阜

４，５００万円
５０人

一般機械加工、組立
各種フライス盤、研削盤類、プレーナー（３m未満）、三次元測定機、五面加工機（２
×５）、NC旋盤、各種MC（立、横、門）
【特徴】最新型横MCあり。素材手配から組・完まで一貫制作能力あり。

各種産業機械

９６
東濃

３００万円
５人

プレス金型加工
フライス加工機３台、平面研磨機１台、ワイヤーカット放電加工機２台、プレストライ
用（１１０t）、成型研磨機１台、CAD（三次元・二次元）、NC放電加工機１台
【特徴】各種プレス金型設計製作 トライまで

８３
中濃

３００万円
５人

板金・溶接加工

プレスブレーキ ２５００mm １台、シャーリングマシン ２０００mm １台、コーナーシャー
３．２m/m 交直用アルゴン溶接機 ４台、CO２自動溶接機 １台、プラズマ溶断機 １
台、クランクプレス ６０t １台
【特徴】ステンレス材の板金・溶接加工を得意。

厨房機器、流し台等

整理
番号

設備名 メーカー 形式・能力 製造年 希望価格 付属品等 消費税
運搬
費用

台数

B‐６０２
日研 大径面取りツール
パイ４０～８０ ほぼ使用してい
ません

日研工作所
AM３‐８０‐９０‐E
MT３ ４０～８０

１９９０年頃 １万円 本体・ブレード 税別 買主 １SET

B‐６０５ 投影機 ミツトヨ JF‐２５０ 応談 税別 買主 １

B‐６０６ ベルトサンダー みずほ ダスト付 応談 税別 買主 １

B‐６０７ 電子上皿天秤 島津製作 BX３２０H 平成１４年 ４万円 応談 買主 １台

B‐６０８ 超硬エンドミルソリッド＆ドリル コベルコ他 サイズ１．０mm～６．０mm 新品 応談 応談 買主 ２６００本／一式

B‐６０９ BIGホルダー（マシニング用） 大昭和 MBT‐３５ 平成１４年＆新品 応談 応談 買主 ５０本／一式

B‐６１０ 作業台 バンラック 平成１４年 応談 税込み 買主 ３台

B‐６１１ 測定具一式 ミツトヨ 平成１４年新品２ 応談 税込み 買主 一式

B‐６１２ BIGコレット・プロボルト等 大昭和 各種 平成１４年新品３０ 応談 税込み 買主 一式

B‐６１３ M/C用カッター類 各社 各種 応談 税込み 買主 一式

B‐６１４ NC旋盤用バイトボーリングバー 各社 各種 応談 税込み 買主 一式

☆ホームページの「受発注あっせん情報」では、最新情報を提供しています。http : //www.gpc.pref.gifu.jp☆

平成２０年３月 第３４０号

7



買いたし！

※商談は当事者間で行っていただきます。また、取引に関する内容・トラブル等について、当センターは一切関与しませ
んのでご承知ください。

※最新情報はホームページから確認できます。
問い合わせ先：企業支援部（設備導入グループ） 電話（０５８）２７７‐１０９１ http : //www.gpc.pref.gifu.jp/yukyu/list.asp

下 請 法 ク イ ズ

公正取引委員会は、下請代金支払遅延等防止法（以下「下請法」という。）を運用することにより、親事
業者と下請事業者との間の取引の公正化を図ることに努めています。

平成１６年４月１日に改正下請法が施行され、従来は「製造委託」と「修理委託」を対象としていた下請
法に、新たに「情報成果物作成委託」及び「役務提供委託」も本法の対象となっております（詳細につい
ては下記までお問い合わせください。）。

さて、公正取引委員会が出題する恒例の下請法クイズ。あなたには分かりますか？

【問題１】
下記の取引で、下請法の適用となる取引に該当する場合には○、該当しない場合には×を付けてください。

（いずれの取引においても資本金区分を満たしているものとみなします。）
ア 広告会社が、広告主から製作を請け負うテレビ CM の製作を広告制作業者に委託すること。
イ 大規模小売業者が、自社のプライベートブランドの商品の製造を製造業者に委託すること。
ウ 製造業者が、自社の工場で使用している工具の修理を自社では行っていない場合に、これを修理業者に

委託すること。
エ 貨物自動車運送業者が、貨物運送に併せて請け負った梱包を梱包業者に委託すること。

【問題２】
下請代金の決定について下請法上問題となるおそれのある行為はどれですか。
ア 原材料の価格が高騰していることが明らかな状況において、下請事業者から、従来の単価のままでは対

応できないとして単価の引き上げを求められたにもかかわらず、親事業者は、下請事業者と十分に協議す
ることなく、一方的に従来どおりに単価を据え置いた。

イ 親事業者が、下請事業者に対して、下請取引を開始する際、単価について、下請事業者から見積書を提
出させ、十分に協議を行ったうえ見積書の金額どおり発注した。

ウ 親事業者が多量の発注をすることを前提として下請事業者に見積りをさせ、下請事業者は、１０個、１００
個、１，０００個製作する場合の見積書を提出したところ、親事業者は、１，０００個製作する場合の単価（この場
合は１０個製作する場合の単価を大幅に下回るものであった。）で１０個発注した。

＜回答と解説＞
【問題１】の回答 ○…ア、イ、エ ×…ウ

アの委託内容は、「情報成果物作成委託」に該当します。
イの委託内容は、「製造委託」に該当します。
エの委託内容は、「役務提供委託」に該当します。
従いまして、ア、イ、エについては、下請法の行為に該当することとなり、ウについては自社の修理を事

業者が業として行っておりませんので下請法の行為に該当しません。

【問題２】の回答 ア、ウ
「ア」の事例は、下請事業者の事情を十分に考慮した協議を尽くしていないことから、対価の決定方法に

不当性があり、「買いたたきの禁止」（下請法第４条第１項第５号）に該当するおそれがあります。
「ウ」の事例は、下請事業者から提出された見積書を利用し、いわば欺瞞的な対価の決定方法である点で

問題があります。
親事業者が発注に際して下請代金の額を決定するときに、発注した内容と同種又は類似の給付内容（又は

役務の提供）に対して通常支払われる対価に比べて著しく低い額を不当に定めることは「買いたたきの禁止」
（下請法第４条第１項第５号）に該当するおそれがあります。

下請法、下請取引に関する御意見・御相談については、下記までお寄せください。
公正取引委員会事務総局中部事務所 下請課
電話（０５２）９６１‐９４２４（直通） FAX（０５２）９７１‐５００３ ホームページ http : //www.jftc.go.jp

整理
番号

設備名 メーカー 形式・能力 製造年 希望価格 付属品等 消費税
運搬
費用

台数

A‐５９７ 円盤カンナ盤 不問 不問 不問 応談 税別 買主 １

A‐５９８ 溶接ロボット（CO２） パナソニック ダイヘン 応談 応談 ロボット本体、溶接機、台 税込み 買主 １

A‐６０３ 振動バレル 敷島チップトン（他メーカーも可） １００リットル なるべく新しいもの 応談 インバータ付 応談 買主 １

A‐６０４ 円筒研磨機 不問 不問 不問 応談 税別 買主 １

A‐６１５ 砥石成形機 不問 不問 不問 応談 税別 買主 １

A‐６１６ 木工用ルーターピット研磨機 不問 不問 不問 応談 税込み 買主 １
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岐阜県内の中小企業で働く方々をはじめ、一般の利用者に供するため産業や経済に関する図書・ビ

デオ等を取り揃えていますので、是非ご利用ください。

※利用時間：９時～１７時まで（土日・祝は閉館） ※郵送による貸出も行っています。

新着図書
①『すぐに役立つ 特許・実用新案のしくみと手続き』 北村周彦（監） 三修社 （H １０９８９）

知的財産権の全体像をはじめとして、特許と実用新案の具体的なしくみと手続についてわかり

やすくまとめた一冊。また特許や実用新案をめぐって実際に起こりがちなトラブルの実例をＱ＆

Ａ形式で紹介し、その対処法も解説する。

②『波乱の時代 上・下』 アラン・グリーンスパン（著） 日本経済新聞出版 （F １０９８２，１０９８３）

世界経済の司令塔として活躍したグリーンスパン前ＦＲＢ議長。歴代政権で果たした役割を語

り、何を考えていたかを明かす。

③『スタバではグランデを買え！』 吉本佳生（著） ダイヤモンド社 （Q‐１ １１００１）

有名コーヒー店の値段のしくみ、携帯電話の超複雑な料金体系、１００円ショップの安さの秘

密．．．。あのモノやサービスの値段は、どうやって決まっているのか？「コスト」という観点

から社会のしくみを分析する。

④『農！黄金のスモールビジネス』 杉山経昌（著） 築地書館 （J‐３ １１０１４）

２０世紀型のビジネスモデルは「ムダ」と「ムリ」が多すぎる。サラリーマン人生は時代遅れ？

発想を変えれば農は「宝の山」。最小コストで最大の利益を生む、これからの「低コストビジネ

スモデル」としての「農」を解説。

⑤『The モチベーションシート』 岡崎太郎（著） インデックス・コミュニケーションズ （J‐３ １１０３０）

日々の行動と想いを書くことを習慣化するだけで、自分の向かいたい方向が明確になりスムー

ズに行動ができるモチベーションシート。その実際や使い方、効用の具体例、成功のための基本

的な考え方を解説する。

⑥『日本をロハスに変える３０の方法』 ＮＰＯローハスクラブ（著） 講談社 （Ｎ 11052）

ＬＯＨＡＳの概念、ＬＯＨＡＳを好む人びとの特徴、ＬＯＨＡＳ層に愛されている「事業」「商

品・サービス」「まちづくり」を展開している企業・団体の取組みを紹介。地球環境と人の健康

に配慮したビジネスのヒントが見つかる！

新着ビデオ

①『営業マン実力養成シリーズ 新規開拓の進め方』 日本経済新聞社 （１‐６８３２）

新規開拓は企業に成長をもたらすとともに、成長を植え付ける。やみくもに飛び込みではなく

対象客をいかに絞り込むか、訪問に当たってはどういう点に注意すべきか、見込客から得意客に

どう育てていくか具体的にポイントを解説。

②『営業マン実力養成シリーズ 契約の法律ＡＢＣ』 日本経済新聞社 （１‐６８３３）

すべての商取引は契約に基づいて行われている。このため営業活動に

は、契約の知識が欠かせない。「契約は難しい」「契約書は面倒だ」と思っ

ている営業マンのために、やさしく、丁寧に、そして実務に即して説明す

る契約と契約書の基礎知識。

問い合わせ先：情報支援部（人材育成・情報支援グループ）

電話（０５８）２７７‐１０８４ E-Mail : library@gpc.pref.gifu.jp

平成２０年３月 第３４０号
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〈産経センター共通申込書〉

送付先：FAX（０５８）２７３‐５９６１または（０５８）２７７‐１０９５

希望するイベント等項目に○印を記入してください。（複数可）

○印 イベント等項目 日時／会場

人材育成シンポジウム 担当：情報支援部
20．3/6 13：30～16：30

岐阜グランドホテル 西館２階 雪の間

中国ビジネスワークショップ 担当：海外取引支援チーム
20．3/19 13：30～16：30

県民ふれあい会館 14 階 展望レセプションルーム

第２回ビジネスプラン発表会 in なごや

担当：エンタープライズ岐阜グループ

20．3/7 13：20～17：10

愛知県産業貿易館 西館９階

※「第２回ビジネスプラン発表会 in なごや」のみは、FAX（０５８）３８４‐２２３５に送信願います。

企 業 名 業 種

所 在 地
（〒 － ）

氏 名 役 職

電 話 （ ） － Ｆ Ａ Ｘ （ ） －

E-mail
アドレス

・無料メールマガジンを（希望する・希望しない） ○印を記入してください。

＠

通 信 欄

ご自由に
記入して
ください

�
�
�

�
�
�

お申し込みいただいた個人情報は、目的以外に利用いたしません

産経センターメールマガジンをご利用ください（無料）
・「産経センターニュース」の内容や国・県や関係団体などのお知らせを掲載したメールマガジンを月

２回配信しています。また、企業の受発注情報に特化した「受発注版」も配信しています。

・お申し込みは、当センターのホームページ（トップページ上段の「メールマガジン」）から登録を

お願いします。

問い合わせ先：情報支援部（広報・予算グループ） 大洞 電話（０５８）２７７‐１０８２

編集後記

平成１９年度から２０年度への橋渡しの「産経ニュース」となりましたが、新年度から当センターでは「モ

ノづくりセンター部門」と「デザインセンター部門」が発足します。

御用聞きから事業化までの総合的な対応をさせていただくために統合・組織変更を行い、より良い情報

を提供していきたいと思いますので今後もよろしくお願いいたします。 （小）

平成２０年３月 第３４０号

10


